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0-40院外看護師の人工呼吸器シミュレーション実習を開催して

飯塚病院 RST 
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当院では平成 16年 10月、 病院常設の委員会であ

る呼吸管理委員会の下部組織として呼吸サポート

チーム (RST)を設置した。RSTは医師、呼吸療法

認定士をはじ め理学療法士、臨床工学技士、薬剤

師、栄養士など他部門の職員、各病棟の看護師も参

加し、総勢 100名以上がチームとな り呼吸療法にお

ける臨床上の質の向上とリスクマネジメン トを担っ

ている。RSTでは設立当初より 以下の活動を行って

きた。1.人工呼吸器演習(ピギナーズコース、A コー

ス)、2月一回の定例勉強会、 3.人工呼吸器チェッ

クリス トの院内統一、4.人工呼吸器データベースの

作成及び運用、 5.物品の整備、 6.呼吸管理について

主治医を通して依頼された症例の回診、 7.看護支援

チームによる病棟巡回。A コース、月一回の定例勉

強会についてはこれまでにも近隣の病院の看護師に

情報を提供してきた。これらの活動の一部をさらに

多くの外部の方々に開放し、当院のスタッフと共に

人工呼吸看護、医療の質の向上につなげたいと 思

い、院外看護師を対象とした「救急医療における

呼吸管理研修」を実施した。研修は平成 19年 2月

24日に開催された。プログラムはこれまで院内で

行ってきた医師、 ICU勤務の呼吸療法認定士による

講義、 Aコース をもと に作成、午前中は計 2時間の

講義、午後は演習 を行った。演習の内容をより充実

させるため、新たに Bコース、Cコースを作成し、

各 l時間コース、計 3時間の演習を行った。募集は

インタ ーネァトと福岡県内の病院へダイレクトメー

ルで行った。12名の定員のと ころ、100名近くの応

募があり、看護師の関心の高さ、需要の大きさを感

じた。受講者のうち 2割の方は人工呼吸看護の経験

がなく、また半数以上の方が人工呼吸器が専門外の

場所で勤務されており 、ここ でも看護師の関心の高

さを知ることができた。A コースは少人数性 l時間

コースで、勤務を離れた o仔ーthe-job-trainingとして開

発されたものである。院内ではこれまでに看護師約

900名、医師約 60名が受講している。A コースで

はIPPV、NPPVそれぞれの回路の構造、碁本的な呼

吸器設定値を学び、患者体験を行った。Bコースで

は人工呼吸器のグラフイックモニタの理解、モード

の理解と設定、ウイニング、換気体験、抜管の介助

を行った。Cコースではカフ圧計の使用方法、気管

吸引の方法、排疲のためのポジショニング、患者体

験を行った。研修終了後のアンケート では 9割以上

の方が楽しかったと答えた。今後職場で活かせるか

という問いには全員が「活かせる」と答えた。楽し

くてあっという問に終わった、自部署でも新人教育

に使えそうといった感想もあった。人工呼吸器に関

する o仔ーthe-job-trainingは多くの病院では行われてお

らず、今後も院外看護師に向けて人工呼吸看護に関

するシミュレーション実習を継続していく必要があ

ると思われる。




